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「サンケイリアルエステート投資法人」の上場のお知らせ 

 
サンケイリアルエステート投資法人（以下「本投資法人」といいます。）は、本日、株式会社東京証券

取引所不動産投資信託証券市場に上場いたしましたので、お知らせいたします。 
 
本投資法人は、メディア事業を展開する株式会社フジ・メディア・ホールディングスの「都市開発・

観光」事業を担うサンケイビルグループ（注１）のスポンサーサポートにより、「人・街・社会を幸せに
する。」という理念の下で、ひとりひとりを幸せにする社会の公器として J-REIT 市場とともに発展する
ことで、中長期的な投資主価値の最大化を目指します。 
また、本投資法人は、株式会社フジ・メディア・ホールディングスに属するデベロッパーならではの

コンテンツ力（注２）とメディア展開力（注２）を不動産の開発・運営管理等に活かした強みを持つサ
ンケイビルグループとの間で「資産循環型ビジネスモデル」（注３）を構築し、同グループが保持するプ
ラットフォームを最大活用することにより、運用資産の規模拡大及び中長期的な収益の維持・向上を目
指します。 
 
なお、本投資法人は、スポンサーである株式会社サンケイビルがオフィスビルの開発・運営管理に長

年の実績・ノウハウを有していることや、オフィスビルを中心とする豊富な保有物件、開発不動産のパ
イプライン（注４）を有していることに鑑み、「オフィスビル」を主たる投資対象とし、ポートフォリオ
全体の資産規模に対するオフィスビルへの投資割合は 80％程度を目途に投資をしていく予定です。また、
「オフィスビル」と異なる特性を有する用途の物件についても「サブアセット」（注５）として投資し、
その場合は厳選した優良不動産を組み入れていく予定です。 
本投資法人は、かかる投資方針の下で、不動産マーケットの状況に応じて、安定性と成長性を確保す

る良質なポートフォリオを構築できると考えています。 
 

（注１）「サンケイビルグループ」とは、スポンサーである株式会社サンケイビル及びその連結子会社 11社（2018年 10月末日現

在）により構成される企業集団をいいます。以下同じです。 

（注２）「コンテンツ力」とは、ものごとに新たな価値を創出する力を意味し、「メディア展開力」とは、人と人をつなぐメディア

を通じて、かかる「コンテンツ力」を展開させていく力を意味する用語として用いています。本投資法人は、不動産も「人

と人をつなぐ」存在としてメディアの１つであると、考えています。 

（注３）「資産循環型ビジネスモデル」とは、本投資法人が、サンケイビルグループにおいて投資・開発された不動産を取得・保有

し、その資産規模を拡大するとともに、他方で、サンケイビルグループも資産売却によって得た資金を新たな不動産投資・

開発の創出へとつなげ、投資・開発される不動産がさらに本投資法人の投資対象（候補物件）となる、という資産循環を生

み出すことで、本投資法人とサンケイビルグループが、互いにその成長に貢献しあうビジネスモデルをいいます。 

（注４）「パイプライン」とは、スポンサーが、本投資法人に対して、本投資法人の投資対象（候補物件）となる不動産等を供給す

る流れをいいます。 

（注５）「サブアセット」とは、循環的な不動産市場（注６）に対応できる収益の安定性と成長性を兼ね備えた強固なポートフォリ

オを構築することを目的として取得する、「オフィスビル」と異なる特性を有し、かつポートフォリオ収益の安定性に資す

る用途の不動産を総称します。 

（注６）「循環的な不動産市場」とは、不動産市場において、不動産価格が上昇する、又は稼働率・賃料が上昇する好況期と、不動

産価格が低下する、又は稼働率・賃料が低下する不況期が循環的に繰り返される現象をいいます。 

以 上 
＊本資料の配布先：兜倶楽部、国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会 
＊本投資法人のホームページアドレス：https://www.s-reit.co.jp/ 
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